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本論文は､環境浄化特に水不溶性の汚染物質の分解に利用することを目的として､微生

物の生産するﾊﾞｲｵｻｰﾌｱｸﾀﾝﾄについて研究した結果をまとめたものである｡

まず､ﾊﾞｲｵｻｰﾌｧｸﾀﾝﾄを生産する微生物を原油を塗布したﾌﾟﾚｰﾄ上でﾊﾛｰ

形成能を指標として検索し､生産性の優れた2種類の菌株を得た｡それぞれ､ Bacillus

subtllls C9及びCandida

subtilis

sp. SY16と同定した｡

C9の生産するﾊﾞｲｵｻｰﾌｧｸﾀﾝﾄ､ C9-BSを培養液より分離､精製し

その構造を検討した｡その結果､ C9-BSはﾘﾎﾟﾍﾟﾌﾟﾀｲﾄﾞの-種でありC14ないしC15の

脂肪酸に7つのｱﾐﾉ酸からなるぺﾌﾟﾁﾄﾞが結合したｻ-ﾌｱｸﾁﾝに類似の構造をもつ

化合物であることが明らかとなった｡ C9-BSの生産条件の最適化を行いさらにｼﾞｬｰﾌｱ

ｰﾒﾝﾀｰ培養での生産を検討した｡また､ｻｰﾌｱｸﾁﾝ生合成に関与するsfp遺伝子

を堅･ subtilis C9よりｸﾛｰﾆﾝｸﾞし subtilis 168に導入したところ､

168はC9-BSの生産能を獲得するとともに炭化水素資化能を示した｡

Candida sp. SY16

subtilis

の生産するﾊﾞｲｵｻｰﾌｱｸﾀﾝﾄ､ MEL-SY16を培養液より分離

､精製し新規なｸﾞﾘｺﾘﾋﾟｯﾄﾞであることを認めた｡その構造を検討した結果､脂肪酸部

分にﾍｷｻﾝ酸､及びﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ酸またはﾃﾄﾗﾃﾞｾﾝ酸を含む6-91aCetyl-2,31di-9

-alkanoyl-β -D-mannopyranosyl- (1-4卜9-miiiu-erythritolであることを明らかにした｡

MEL-SY16は大豆油を含む培地で高い生産量を示した｡ｸﾞﾙｺｰｽと大豆油を炭素源とす

る培地で大豆油を逐次添加する流加培養を行い95 g/1iterの生産量を得た｡

本研究で得たﾊﾞｲｵｻｰﾌｧｸﾀﾝﾄ､ C9-BS及びMEL-SY16は､合成界面活性剤であ

るﾄﾞﾃﾞｼﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾌｵﾝ酸､ﾗｳﾘﾙ硫酸ｿｰﾀﾞと比較して表面張力減少活性､ pH

安這性､耐塩性､低毒性などにおいて優れていた｡また､活性汚泥により容易に分解され

ることも確認した｡
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ｻ-ﾌｧｸﾀﾝﾄ(界面活性剤)は親水基及び疎水基をもちさまざまな分野で広く利用

されている.その多くは化学的に合成されているが､近年､微生物の生産するﾊﾞｲｵｻ-

ﾌｱｸﾀﾝﾄがその生分解性､構造的多様性から注目され研究が進んでいる｡

本論文は､右油流出事敵など水不溶性物質による環境汚染の修復に利用することを目的

としてﾊﾞｲｵｻｰﾌﾌﾟｸﾀﾝﾄ生産菌の検索､生産物の分離､構造解明､生産条件さらに

化学合成品との性能比較を行った結果をとりまとめたものである｡

まず､原油を塗布したﾌﾟﾚｰﾄを用いてﾊﾛｰ形成能を指標に生産菌の検索を行い､数

百株のうち比較的強い生産能を示す柵菌及び酵母を迷択し以下の研究を行っている｡

Bacill aghiiliiB C9と同定された細菌の培養液から単離されたﾊﾞｲｵｻｰﾌｧｸﾀ

ﾝﾄはｻｰﾌｱｸﾁﾝと同様のﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ構造をもつﾘﾎﾟﾍﾟﾌﾟﾀｲﾄﾞであることが示された

｡生産条件の最適化を行うとともにより高い生産性を得るためにｻｰﾌｧｸﾁﾝ生合成に

関与する4'-ﾎｽﾌｵﾊﾟﾝﾃﾃｲﾝﾄﾗﾝｽﾌｪﾗ-ｾﾞをｺｰﾄﾞする旦鎚遺伝子を至.

担j娃土主主旦よりｸﾛ-ﾆﾝｸﾞしｻ…ﾌｱｸﾀﾝﾄ生産能をもたない担. subtilis 168に導

入したところｻｰﾌｧｸﾁﾝを生産した｡形質転換株は同時に炭化水素資化能を獲得した

ことよりﾊﾞｲｵｻｰﾌｧｸﾀﾝﾄの生理的役割の-端が明らかにしたものである｡

酵母､ Candj_da sp･SY16の生産するﾊﾞｲｵｻｰﾌｧｸｸﾝﾄ､ MEﾄSY16は疎水基とし

て2種類の脂肪酸､親水基としてﾏﾝﾉﾋﾟﾗﾉｼﾙｴﾘｽﾘﾄ-ﾙからなる新しいｸﾞﾘｺ

ﾘﾋﾟﾄﾞであることが明らかにされた｡その生産に炭素源として大豆油が有効であることか

ら大豆油を逐次添加する流加培養ｼｽﾃﾑを構築し､ 95 g/1iterという高い生産量を得る

ことに成功したことは本物質の大最生産の展望を示したものである｡

本研究で得られた2つのﾊﾞｲｵｻｰﾌｱｸﾀﾝﾄは生分解性はもとより､桂々の物埋化

学的性質において従来汎用されている化学合成品よりも俊れており､硯在,原油汚染の現

場でその実用性が試験されている｡

以上のように､本諭文は､瑠境惟復技4'l(Iに利用できるﾊﾞｲｵｻ-ﾌｧｸﾀﾝﾄの生産に

ついて新しい知兄を得たもので､学術上､応用上頁献するところが少なくない｡よって審

査委貝-同は､本諭文が博士(ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ)の学位諭文として価伯あるものと認め

た｡


